




















































































































































































































勤務年数区分 回答数 パーセント 有効パーセント
３年間未満 5 10．0% 10．6%
３年間以上５年間未満 2 4．0% 4．3%
５年間以上10年間未満 15 30．0% 31．9%
10年間以上 25 50．0% 53．2%
無回答 3 6．0% －












有無 回期間 １ ２ ３ ５ 合計
ある
１日
回答数 2 0 0 0 2
パーセント 100．0% 100．0%
１週間
回答数 7 3 3 1 14
パーセント 50．0% 21．4% 21．4% 7．1% 100．0%
１か月
回答数 9 3 1 0 13
パーセント 69．2% 23．1% 7．7% 0．0% 100．0%
２か月
回答数 1 0 0 0 1
パーセント 100．0% 100．0%
数か月
回答数 7 2 0 0 9
パーセント 77．8% 22．2% 100．0%
６か月
回答数 3 0 0 0 3
パーセント 100．0% 100．0%
１年
回答数 2 1 0 0 3












































































































































































反映群 ヒヤリハットの反映 回答数 パーセント






























































































保育認定区分 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計
１号・２号
回答数 0 2 4 10 7 3 26
パーセント 7．7% 15．4% 38．5% 26．9% 11．5% 100．0%
１号・２号・３号
回答数 3 11 4 2 2 1 23
パーセント 13．0% 47．8% 17．4% 8．7% 8．7% 4．3% 100．0%
合計
回答数 3 13 8 12 9 4 49












































回答数 4 1 24 23 2 54
パーセント 7．4% 1．9% 44．4% 42．6% 3．7% 100．0%
１号・２号・３号
回答数 11 2 24 7 2 46
パーセント 23．9% 4．3% 52．2% 15．2% 4．3% 100．0%
合計
回答数 15 3 48 30 4 100
パーセント 15．0% 3．0% 48．0% 30．0% 4．0% 100．0%
表17　施設種別と状態
状態
保育認定区分 ぶつかる 転倒 挟む 抜け出し 落下
噛む・
ひっかく アレルギー その他 合計
１号・２号
回答数 10 8 1 12 10 1 1 11 54
パーセント 18．5% 14．8% 1．9% 22．2% 18．5% 1．9% 1．9% 20．4% 100．0%
１号・２号・３号
回答数 12 3 3 4 10 7 3 4 46
パーセント 26．1% 6．5% 6．5% 8．7% 21．7% 15．2% 6．5% 8．7% 100．0%
合計
回答数 22 11 4 16 20 8 4 15 100
パーセント 22．0% 11．0% 4．0% 16．0% 20．0% 8．0% 4．0% 15．0% 100．0%
表16　施設種別と対象
対象
保育認定区分 教具 玩具 遊具 合計
１号・２号
回答数 6 3 11 20
パーセント 30．0% 15．0% 55．0% 100．0%
１号・２号・３号
回答数 5 4 6 15
パーセント 33．3% 26．7% 40．0% 100．0%
合計
回答数 11 7 17 35




































































回答数 11 8 7 13 1 27
パーセント 40．7% 29．6% 25．9% 48．1% 3．7% 148．1%
１号・２号・３号
回答数 8 8 4 15 1 23
パーセント 34．8% 34．8% 17．4% 65．2% 4．3% 156．5%
合計
回答数 19 16 11 28 2 50

















回答数 20 1 3 9 0 9 4 0 25
パーセント 80．0% 4．0% 12．0% 36．0% 36．0% 16．0% 184．0%
計画化群
回答数 16 6 5 7 2 9 1 1 25
パーセント 64．0% 24．0% 20．0% 28．0% 8．0% 36．0% 4．0% 4．0% 188．0%
合計
回答数 36 7 8 16 2 18 5 1 50






































対応群 防止 発生 事故 合計
非計画化
回答数 21 20 9 50
パーセント 42．0% 40．0% 18．0% 100．0%
計画化
回答数 20 25 5 50
パーセント 40．0% 50．0% 10．0% 100．0%
合計
回答数 41 45 14 100
パーセント 41．0% 45．0% 14．0% 100．0%
表22　反映群と対象
対象
対応群 教具 玩具 遊具 合計
非計画化群
回答数 5 2 7 14
パーセント 35．7% 14．3% 50．0% 100．0%
計画化群
回答数 6 5 10 21
パーセント 28．6% 23．8% 47．6% 100．0%
合計
回答数 11 7 17 35
パーセント 31．4% 20．0% 48．6% 100．0%
表21　反映群と場所
場所




回答数 7 3 22 14 4 50
パーセント 14．0% 6．0% 44．0% 28．0% 8．0% 100．0%
計画化群
回答数 8 0 26 16 0 50
パーセント 16．0% 52．0% 32．0% 100．0%
合計
回答数 15 3 48 30 4 100






































































回答数 8 10 6 12 2 25
パーセント 32．0% 40．0% 24．0% 48．0% 8．0% 152．0%
計画化群
回答数 11 6 5 16 0 25
パーセント 44．0% 24．0% 20．0% 64．0% 152．0%
合計
回答数 19 16 11 28 2 50
パーセント 38．0% 32．0% 22．0% 56．0% 4．0% 152．0%
表24　反映群と地域との連携（防災訓練）
地域からの参加
対応群 参加する 参加しない 合計
非計画化群
回答数 18 7 25
パーセント 72．0% 28．0% 100．0%
計画化群
回答数 21 4 25
パーセント 84．0% 16．0% 100．0%
合計
回答数 39 11 50










































































１－１．これまでの保育経験年数は？（転職なども含めて）：約   年 
１－２．現在の勤務先について（あてはまる番号に〇をつけてください） 
 勤務先 １．幼稚園  ２．幼保連携認定こども園  
３．認定こども園（・幼稚園型 ・保育所型 ・地方裁量型）  ４．保育所











１．入園当初   ２．５月のゴールデンウイーク前後   ３．長期休業前後    
４．運動会や発表会などの行事の前後   ５．卒園前後   ６．１学期    
７．２学期   ８．３学期 
（2）どの年齢が多いと感じますか？ 
最も近い番号に一つ〇をつけてください。 











































１．火災   ２．地震   ３．不審者   ４．洪水   ５．ミサイル発射 
















１．参加している     







Relation between an Accident Prevention in Child Education and Nurture Planning
－ Using a Questionnaire of a Near Miss －
　　　The experience which are the current state of the near miss and a near miss of a kindergarten teacher by this 
research, I had the searching study to consider utilization to a curriculum and an accident prevention for my object. 
As a result, a possibility that occurrence of an accident can be prevented by sentences-izing and reflecting experience 
of a near miss in a nurture plan was suggested.
(Uyo Gakuen College) 
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